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北海道石狩炭田夕張地区石炭層ガス予察報告

上　　島 宏＊

　　　　　　　　　　　　　R6sum6
0n　the　Coal　Bed　GaβDeposits　i皿the　Y昼bari　District，Ishikari　Coa】Field，Hokkaid6

by

Hiroshi、主くamishima

　　・The　report　dealt　with　the　preliminary　studies　on　the　coal　bed　gas　at　the　Ishikari

coal　fie1母，Hokkaid6．

　　It　seems　that　the　quantity　of　coal　bed　gas　increases　by　the　deヵth　from　the　surface
－
a
n d　also　toward　anticlinal　structur6．

　　The　accumulated　parts　of　the　coa玉bed　gas　may　be　class圭fied　as　follows；

　　11　Prim我ry　opening　of　intergranular　space　or　be（iding，parting　in　thG　rock／

　　2．　’Secondary　opening　of　clast，crack　or　interspace　of　faults．

　　The　coal　bed　gas　is　composed　chiefly　of〕methane　gas，which　is　likely　to　be　origi－

nated　in　coalification．

要　 旨
，

、現在わが国の主要炭鉱において，坑内から排出するメ

タγガスは総計毎分約1，870m3に達するが，これを利

用しでいるのはごく一部の炭鉱に限られ，一般には単に

大気中に放散している。

今回の予察調査は，この未利用重要資源の賦存状況解

明に役立つ調査方法確立の端緒をうることを目的とし

て，関係資料の蒐集に意を用いた。

坑内における石炭層ガスの発生状況1すなわち出方は

緋出・噴出および突出に3大別できる。　一

石炭層ガスの集積は，地質構造上脊斜構造部に，また

地表近くより地下深部入増大する傾向が認められる。

石熊層ガスの集樟箇所は，初生的空隙（岩石升隙・層

理面または岩石剥離面）と，2次的空隙（炭理・亀裂・

断層破砕間隙等）とに大別できるが）前者に包蔵されて

いるガスは，おもに坑内におけるギス抜試錐孔から，ま

た後者のガスは時に地表試錐孔からそれぞれ誘導利用さ

れている。

　石炭層ガスの成因については，今後検討しなければな

らない疑間が多々あるが，一応石炭の炭化過程中に生成

されたもみと解Lたい。

　石炭層ガスの賦存状況解明に適切な調査方法を確立す

るためには，今後ガズの成因・移動ならびに集積につい
’
て
， さらに基礎的な面を検討する必要がある。

＊燃料部

ヱ．緒　言

　1．1調査目的
　近年可燃性天然ガスの利用はきわめて盛んとなり，そ

，の需給はヱ昇の一途を辿つているが，石炭層ガスのみは

発生量ならびに埋蔵量が，他の可燃性天然ガスに比較し

て，きわめて莫大であるにもか玉わらず1これを利用し

ているのはごく一部に限られ，一般には単に大気中に放

散してしまつている。この重要資源を充分に活用しない

原因は種々あるが，石炭層ガスの賦存状況が，明確に把

握されていないことも，その1つとLて数えることがで

きる。

　今回の予察調査は，この石炭層ガスの賦存状況を解明

するのに必要な，調査方法の確立の端緒をとらえること

を目的として，関係資料の蒐集に意を用いた。

　至．2調査員
　筆者のほか，燃料部石油課本島公司・北海道支所燃料

課牧野登喜男が行動をともにした。

　五．3’調査期間，

自昭和29年10月25目　至昭和29年10月30日

本調査に際しては，・北海道炭砿汽船株式会社夕張鉱業

所・平和鉱業所および幌内鉱業所新幌内炭砿の方々か

ら，ガスの発生ならびに利用状況について種々御教示を

受けたが，特に北海道炭砿汽船株式会社地質調査所下河

原所長および本多・岩堀両氏から，調査上多大の便宜を

与えられたことに対し，厚く謝意を表する。’
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㊥1ガス第2号試錐

⑱2平安5号謡錐

㊦3寛知1号識径

第1図石狩炭田夕張附送地質図

2．調査地
現在石炭層ガス㊦最もよく利用されて野る石狩炭甲夕

張地区の，北海道炭砿汽船株式会社夕張鉱業所第2砿・

同祉平和鉱業所平和2砿お‡び同社幌内鉱業所新硯内砿

の3砿を選んで，それぞれ坑内にはいり，利用状況の視

祭ならびにサンプルの採取等を実施するとどもに，地黍

の地質状態をも検討した。

2．玉タ張鉱業所第2砿

2．1．丑位置

北海道夕張市に疹り，国鉄線夕張駅および社線夕張鉄

道の新夕張駅から徒歩で5～20分で到達する。、

2．1．2層序

本区域の層序は第2図に示す通りである。すなわち海

成の白璽紀層を基盤とし，下位より淡水成の登川層・幌

加別層および夕張爽炭層の3層が順次これに重なり，次

いで海成の若鍋層が，価亜不整合関係をもつてこれにのる

が，ふたXび淡水成の羊歯砂岩層がこの上に重なつてい’

る。そしてふたΣび海成の幌内層がこれを不整合に覆つ

ている。

　2コ。3地質構造く第手図参照）

　本区域は夕張市街地の西方に、聾える鳩の巣山をほ黛中

心とし，その核心部に白璽系の下部菊石層が露出Lてい

る。鳩の巣ドー4の南東部にあたり，地質構造的に夕張

炭田中稀にみお稔やかな区域である。すなわち，各層は

順層をなして比較的規則正しい分布を示し，走向はNE－

SW，傾斜ほ200SE以内で・榴曲奪らびに断層等の特に

著しいものは存在しない。なお本区域の東は遠幌衝上

断層に限られ，南は松島断層をもつて第3砿区域と接す

、る0

　2．1．4炭層，
　炭層は羊歯砂岩層・夕張來炭層および登川爽炭層の各

層に介在するが，、現在稼行されているものは夕張爽炭層　・

中の本層グループ（10尺層・8尺層・6尺層）のみであ
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北海道石狩炭田夕蒙地区石炭層ガス予察報告　（上島　宏）
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第4下層

第5下届

第6下層

石　．炭．

粗炭および炭質頁岩

礫　　岩

粗粒砂岩

中粒砂岩　、

細粒砂岩

砂質泥岩

泥　　岩

泥灰岩

る。この本層群は露頭部および北方の第1砿区域では最

もよく発達し，10尺層・8尺層および6尺層間の間隔は

縮小し，これらは一括されて24尺層ともいわれている’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 1

が，第2砿のふけ部すなわち東方および南方へ向かつて

6尺層・8尺層との層聞が開き，各独立した炭層となる。

　昏炭層の分析結果を示すと第1表の通りである。

　2．1』5　ガスの発生ならびに利用状況

　当砿のガス発生状況は山元資料によると第2表の通り

である。この表でみると第2砿では毎日約44，000m3，

また夕張鉱業所全体では実に約130，000m3のメダンガ

スを大気中に放散していることがわかる。

　当砿の2区および3区においては，切廻のガス抜を主

眼とするグス誘導施設によつてガスを誘導している。す

なわち2区においては1Q尺層の下盤坑道（10尺層の20

～30m下の幌加別頁岩中）から，10尺層へ向かつて坑

、内試錐を行い，着炭と同時にでるガスを送風機で誘導し

ている。3区では2～3片において本層（10尺層）坑道か

ら20m上の8尺層へ坑内試錐を行い，前記と同じ方法

一でガスを抜いているが，このようにしてガス抜を行つた

炭層の切羽からはガスはほとんど発生しない。

　ガス誘導施設によつて誘導されるガk量は，2区40

m3ノ分（濃度40勿），3区20m3／分（濃度25翅〉であつて，

冬季の坑口媛房熱源（現在ば電熱を利用しているが，こ

れをガスに劫り変えると，1冬700ん800万円の節約にな

る）吋使用するヒとと，カーボソブラヅク製造とを計画

している。

　なお夕張地区のガスに．ついては，北炭ガス抜および利

用委員会が昭和28年6月に発足してこれを検討し，す

でに「ガス抜資料」（Noユ～7）として発表されている体

資料の次図に嫉北炭地質調査所下河原所長が，主として

ボーリング資料によるガスの賦存状況について発表する

予定となつている〉。

　2．2　平和鉱業所平和炭砿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　2．2．1位　置

　北海道夕張市にあり，社線夕張鉄単若茱辺駅南東約

8001n年位置する。

　2．2．2層、序

　本炭砿附近の層序は第2図に示す通りであるが，夕張

來炭層の下部以下は地表に露出していない。一

　2．2．3地質構造（第1図参照）

　本区域の主要構造は，平和脊斜と熊の沢衝上断層の2

つである。平和脊斜は核心部に夕張來炭層を露出させて

表

炭　層　名

6　尺層

8　尺層

10尺　層

水　分
　％
1．37

1．02

0．91

灰劇
2．45

2．98

4．47

揮発分

　％
43．70

46．16

45．．64

固定炭素
　　％

52．48

49．84

48．98

発熱量
　（⊃aI

8，229

8，281

＄，188

・窒　素

　　％

1．20

、1．08

1．07

、硫　黄

　．％

0．26

0．23

0．27

鰍酬灰色
粘膨
　グ

〃

褐

ゲ

．　　　ゲ

（山元資料による）
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第 2　　』表
＼

種＼　　　、砿
　　＼　　＼　　、　　、　　＼＼＼’坑・

　別一＼
総緋気量m31分
総排気中ガス量CH昌％

1分間ガス発生量m3ノ分

切羽ガ不量（最大）　％

『
・
第
　 1　鵯砿

千
才
！坑

北
上
坑

最
上
坑4

1長

良
坑

第 2 砿

1，665　2，239

0．5　0．2

、919　・　4．4

0．1　0。6

奥部堅坑扇風機

劇甚1産蔀
2，011　　　356　　　　　　5，684

0．5　　0．1　　　　　　0．3

1G．0　　　0．3G　　　　　　17．05

・・7’…．・・ク1・・810・4，

3
区

上
部
1，9271

0．3

5．78

012

4

区

1，931

0．4

7．72

0．7

第　3　砿
松
島
坑

橋
立
坑

～5471L932

0．8　0．6

．17も01　13．52

0．7　0．7

厳南

島坑

387

0．1

0．38

0．5

、遠

・幌

砿

第　　3　　表

584

0．3

3．53

0．5

炭層’名惨翻1灰釧揮発釧固定炭翻発讐降萎r硫釧鰍性状隊色
鞍8尺層い・2♀i3・22142・55152・941＆2・剖一1・・2釧米占劇褐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山元の資料による）
おり，西伽が急（北では逆転）で，東側が緩い（300内外）

南北性の脊斜である。

熊の沢衝上断層は平和脊斜め西翼を限り，東方からの

圧縮力によつて形成された南北性の1大衝上断層である

が，北方に進んでは，鳩の巣ドームの影響を蒙り，その

方向は東西性に変位している。

なおこのほか熊の沢衝＃断層と同系統の平和衝上断層

および東西性の温泉断層等があり，後者は温泉を湧出し

ガスの集積に最も関係が深いと目されている。

2．2．4炭層

炭層は羊歯砂岩層・夕張來炭層および登川來炭層中に1

介在するが，稼行されているのは夕張來炭層中のもの

で，下から本層・上4尺層・6・8尺層および平安8尺

層の4枚である。

これらのうち，平安8尺層は本区域に端を発し，北は

第3砿区域，東は遠幌炭砿方面に発達する優秀な炭層で

ある。

・本層の分析結果を示すと第3表の通りで，日本工業規

格にょる炭質区分の、B2に属する。

2．2．5　ガスの発生ならびに利用状況

当砿のガズ発生状況はガス抜促進委員会の資料による

と次の通りであるが，当砿附近の地表で行つた11本の

試錐中9本からもガスがでている。

　　坑　口　　　第2斜坑

入気
排－気
メタン含有率

メタン排出量

・3，860m3／分

4》402〃．

．0．7翅

29．00m3／分

30．80・〃　（ガス抜）

59．80

　さらにこの発生ガ貞の箇所別の多少についてみると，

次のような傾向が認められる。’

　1）平安8尺層より爽みの多い10尺層の方がガス¢〉

発生量が多い6特に採炭中に多くて払跡6古洞からは少

ない。

　2）10尺層の上・下盤の砂岩，特に10尺層と6・8尺

層との間のガス量が多い。

　3）地層が変動を蒙つて亀裂が多数生じている箇所で’

はガスの発生量が多い。　．

　4）当砿において最もガス発生量の多いのは温泉断層　一

であるが，平和断層・長屋断層等からもでている。しか

し一般岬頃向としては，小さな断層からは必ずといつて’

よいほどガズが発生するが，大きな断層からは，でる場

合と，でない場合があ為ようである。　』　－

　次に当砿のガス利用状況をみると，坑外のガス2号試

錐（1．7・》1．8m3／分），査如1号試錐（通称温泉ボ、一リン

グと呼ばれ温泉断層を貫ぬき，32年間にわたつてガスが

1継続発生している。そのガス量は大正11年当時90m3／

分，大正14年100m3／分，、現在0。71n3／分），1平安5号

試錐（25m3／分），および坑内のガス抜試錐（1．6m3！分）’

等から発生するガスを集めている6すなわち昭和29年

10月28日午前8時現在では，濃度47％，流量2，800

m3／時で，これを清水沢発電所に約70％，その他ボイラ

｝用等に約30％使用している。

　利用面における今後の問題点としては，P　・

　1プガス抜ボーリングによる発生ガスの濃度および』’

rの制御ならびに持続性の保持6

　2）安全計器・集ガス管の凍結防止。

等が挙げられている。

　2二3幌内鉱業所新幌内炭砿
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　　2．3．玉位置

　　国鉄幾春別線唐松承の南東方600mに位し，同駅よ

　　り徒歩10分で到達する。・

　　2．3．2層序・
　　本区辣の層序は第2図に示す通りであるが，地表は層

　理に乏じい泥岩の厚層からなる幌内層で占められ，羊歯

　砂岩層は地表に露出していない。

　　2．3．3地質構造

　　本区域は核心部に羊歯砂岩層を露出させ，北東へ沈下

　する幌内脊斜の北東部すなわち沈下部にあたり，その南

　．翼を南坑，北翼を本坑でそれぞれ採掘している。

　　なお本炭砿と南方の幌内炭砿とはNW－SE方向の断

　層で境されて“る。

　　2．3．4炭層
　　炭層は羊歯砂岩層（幾春別來炭層）中に介在し，稼行さ

　れているもの峠下位から1・2・3・4および5番層の5

／　枚である。

　　これらの炭層についての分析結果を示すと第4表の通．

　　りで，日本工業規格に1よる炭質区分（JIS　M1002）のC

　　に属する。

第 4 表

49．30

48．64

49．62

47．30

7，60（）

7，050

7，210

7，140

1分聞当リ
メタン排出量

66。70m3ノ分
12．00　〃（ガス抜〉　一－

トシ当り

メタン排出量

5番層
4番層
3番層
1番層

2．66

3．52

2．72

2．24

5。92

10．32

8．66

9．46

42。12

37．48

39．00

41．00

2．3．5　ガろの発生ならびに利用状況

本炭砿の開発は現在の坑口から傾斜200の斜坑を擁内

頁岩層中に掘墾し，およそ780mで幾春別爽炭層最上’

位の5番層紅着炭し，同時に採掘を開始したが坑内ガ

ズリ発生量がきわめて多く，一時中止のやむなきに至っ

た。その後ふたxび前記斜坑の延長掘難を行い，4番層

および3番層を縫い掘墾総延長は1，000mに達した。’

しかしながら発生量は依然とLて多く，到底通常の方法

では継続して稼行ずることが不可能なので，、ガスに対す

る根本的対策を樹立レ，爆発に対する安全を確保Lて今，

日に至つている。

　ガス抜促進委員会資料にぷる当砿のガス発生状況を示

すと次の通りである。、

本坑・南坑

5，170m3／分

5，558　〃

1．2％

78．70　〃・

94。96m3／t

坑　　　口
入　　　気
排　F　気
メタン含有率

　本炭砿でガス発生量の最も多い炭層は幾春別爽炭層最

上位の5番層で，かつてガス爆発を起したこともある。

これに次いそ4番層および3番層も，ガスをかなり発生

するが，下位の1番層は比較的少ない。なお各炭層では

上・下盤際のL・わゆる岩煤の部分に方X発生量が多いよ

うである。

　ガス抜試錐からのガス発生状況をみると，断層際ある．

いは断層を貫ぬいているものはガスの発生量が多く，ま

た持続性がある。

　なお前記2炭砿と趣きを異にすることは当砿では特に・

払跡からの発生量が多いことである。

　次に当砿のガス利用状況をみると，払跡（現在約10ガ

所の払跡からの全量15m3／分）およびガズ抜試錐孔から，

のガスを誘導し，これをカーボンブ7ヅク製造や岩粉製

造およびボイラー用等に使用している。

　ガス抜試錐は4番層の切羽の後方を15～20m聞隔に

5F番層へ上向坑内試錐を行つて発生するガス（35m3分）

を集めている。これらのガス抜試錐孔から発生するガス

量は切羽が前進するにつれて少なくなるが，前述したよ

うに断層際あるいは断層を貫ぬいているものは持続性

があづ，・、したがつて発生量も多く，1本の試錐孔から1

年問（昭和28年10月7日～29年9月30日）に一114万

．m3もでたことがある（本炭砿のガス利用状況について

は，田母上砿長が近く北海道鉱山学会誌上に発表するこ

とになつている）。

3，坑内におけるガスの発生歌況

覧いま全国甲種炭砿のメ』タンガス誹出量を示すと第5表一

の通りである。

　次に北海道内における炭砿別のガス排出状況を，ガス

抜促進委員会資料によつてみると，第6表ゐようになつ

ている。『

　以上のように，炭砿の坑内において発生しているガス

量は実に莫大なものであるが，さらにその発生状況につ．

いて検討してみると，およそ次の3つに分類できるる

　排出　ガスが徐々に間断なく滲出する場合で，これは　　，

炭層および岩石の全面（岩石孔隙）あるいは地層剥離面や

炭理等の主として初生的空隙から発生する場合に多く，

一般に炭砿の切羽，ある心・は採炭跡・古洞から発生する

’ガスはこれに属する。その発生量は後者が多い（切羽2α

～30％，採炭跡70ゲ80翅）といわれている。
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第5表’甲種炭砿メタンガス調 ，第6表北海道内炭砿可燃性ガス排出調

　　1’
会
想 難轡

主井
三菱
北炭
住友、

古河
明’治

雄別
太平洋

常磐
日鉄
置炭
貝島
麻生
F宇部
大日本

杵島
嘉穗長崎
’
大 正

松島
19祉計

6
11

4
4
5
’7

3
1
2
2
1
1
1
11

2
1
2
1
1
56

19社外135
28社

合計 91

189

51

240

　　11分間当トン当り

縄繍編套薩嚇炭砿
　　　m3／分　m3／t
81，031

101，435

70，991

38，0723

26，236

21，182

13，1899

3，760

39，690

15，906

24，771

20，932

10，228

4，541

3，248

，6，762

5，135

7，3296

8，707

503，8559

70，言151

574，171

230、56、

454．18

453．349

195．93

28．10

52．00

46．20

26．32

3．79

15．58

97．69

21．572

10．17

12．60”

5．15

　0・
16．113

12．34

57で80

1739。524

130．596

1870江2

16・60大夕張
35．00

48125新幌内
41．53

7．18幌　内
25．57　．

　　平和第216．29
－
3
0
．
2 7
11．02　三菱美唄

9．40

　　夕　張33．25

10．60一夕　，張

13．46奔　別
19．46

6。92

0
27．72

11．84

三井芦別

三菱美唄

卯
1

講篤i善者弩1躍轍

大夕
張坑

本坑．

南坑

　l
12，30014，010

5，170

裏幾14・6・7

第，2
斜坑

堅坑

3，860

7，337

　隔7，223本坑

橋立

奔別坑

5，978

4，650

一坑5，850
滝ノ沢』
坑，　新3，725
坑

5，558

5，098

4，402

9，002

4，448

3，210

5，081

6，209

4，150

0。7

0．6

，1．2

！1：1

1．1

0．7

　93．91

　　66．70
（ガス抜）12。00

　　78．』70

60．70

　　．29．00
（ガス抜）30」80

　　59．80
0．7

　　58．22〔）．55

（）．6　，

　　50．680。6

1．1　　・．　　32．10　・

0．9　　　　45．90

0．65
　　．42．650．7

0．75 31．30

トジ当稼行潔・
りメタ度（坑
ン排出口水
量m3／t準）m

磁・93

94．96

60．78

57．80

31．38

97．73

，57『．30

42。89

76．00

一564

一732

一647、

一255

一285

一298

一429

－461

一120

一325

（以上ガス抜促進委員会資料による）

48・51赤
25・56庶・

16．77釧

24．65

平堅坑L［1・・912・・916L2、一63・
路　　一坑　　　　　　　　　　　　　　0．8　　　　　26．2　　　　　133．3　　－462

路』春採坑　　　、0・7　26・3－27・0

（昭和28年春季），（1954，炭砿新技術，北海道大会講演集よP）

　　　（目召28年3月現在）
（ガス抜促進委員会資料による）

噴出　ガスがかなりの圧力で噴きだす場含で，これは

炭層郭よび岩石の亀裂あるいは断層破砕間隙ならびに断

層帯等の2次的空隙ふら発生する場合に多い。この出方

に属するガスば発生量が多く，またかなり持続性があ

る。

　　　　　　　　　　　　ノ・この例としては平和炭砿の温泉断層を貫ぬいた寛如1’

号試錐の場合や，同砿において第道掘墾中，、地層塑もめ・

ている岩石中に手がはいるほどの亀裂が非常に多い箇所

から，ガスが多量に噴出したこと，および新幌内炭砿の

断層際あるいは断層を貫ぬくガス抜試錐の場合を挙げる

ことカミできる。

一般に炭砿の坑内で，計器によらなくてもガスが発生

していること寮音・泡等によつてわかる場合に遭遇する一

が，これもこg種の出方に属するo

突出　一時に多量の高圧ガスがでる場合で，この場合

詑こは多量の石炭（餅）稀に水などを伴ない災害を惹起する

ことがある。

この突出につ唾七は次項で詳述する。

4．ガス突出

　わが国の炭砿においては大正末期頃までガス突出はな

いといわれていたが，昭和初年頃から九州・北海道と相

次いで発生し，その後発生件数は増加の一途を辿つてい

る。

北海道では保安の確保上からこのガス突出に対する関

心が近年次第にたかまり，・昭和26年7月には北海道炭

砿技術会にガス突出研究委員会が設けられ，発生傾向の

検討ならびに防止対策の研究が行われた6

　その成果は，

欝難羅難会・北海道における瓦斯知に関

　する資料，、1951－12曳

　　同　　上　　，：北浄道におけるガス突出の研

　究炭砿技術，Vo1．7，No．4，1952－4
．に発表され七ぴる。　P

　とれらめ資料は石炭層ガスの賦存状況の究明に1つめ

見透しを与えるものと思われるので，これを次のように

地質的に再検討してみ大。
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4．1　ガス突出発生炭砿およびガ界実出と地質構造と

　の関係・

北海道におけるガス突出は現在までのととろ石狩炭田

の炭砿にのみ発生しているが，上記資料中ゐ14炭砿に

ついてその発生回数ならびに地質構造上の占める位置を

検討すると第7表および第3図のようになる。

第7表炭砿別ガス突出肇生回数

ガス突出発生炭砿

茂　　P尻
赤　 －平

豊　　里
上歌志内
空　　知

歌志内
砂　　川

奈井江
茶志内
三菱美唄

奔　　別
新・幌内
幌　　内

大夕張

含計

発生，回数記録回数

32

29

26

65

1S

79・

79

7
［82

42

1
30

2
1

493

5
29

26．

65

7
79

23

5
82

41

1
13

2
1

y

o岩見沢

o栗山

！

　　　　　肇
滝川o　　　豊里

　　　冬
　　歌憲内
君効IQ

上歌志内

顧

奈　舞　　　　　　、彰
み　　　　

璽川刎空　　／
　　　　　’！／

野霧”形
　　ま　　　 ノ　　碩
　　　　斜
鷲1』

読

腸”q　夫卿

379

　　　これらによつてみると，ガス突出発生炭砿はほとんど

　　炭田北部の空知背斜の西翼に位し，比較的構造の複雑な

　　同背斜の東翼や，推し被せあるいは過脅曲構造を主とす

　　る炭田の南部には少ない。

　　　．さらに個々の炭砿についてガス突出と地質構造との関

，　　、連を求めて遜ると，背斜構造部を採掘している部分に発’

　　生することが多い。

　　　4．2　ガス突出発生回数

　　　北海道における最初のガス突出は昭和4年4月三井砂

　　川炭砿で発生したが，いま昭和15年以降の一発生状況を

　　示すと第8表および第4図の通りである。

第8表年度別ガス突出発生回数

o追分

彪

圖数

第3図　石狩炭田ガス突出発生炭砿分布図

40

δ0

20

昭和15年、46

　16　　42
　17．、15
　18　　‘17

　19　　27

昭和20年

　21
　22
　23
　24

19

20

28

7
18

昭和25年 38

　26　　17
　計　　294

10

レ

、6

＼
》
’．一冨

9

㌧，

の

1

！

ガス突出の発生は比較的最近すなわち採炭が深部に移

行したことによつて起り始め，太平洋戦争勃発前，終戦

前ある一いは朝鮮動乱時のように石炭の緊急増産が要請さ

れ，掘進を急ぎ分スの放散が不充分の場合にその発生回

昭和15／6∫7！819202／2223242526
　　　第4図年度別ガス突出発生推移図

数が多いようである。

4．3　ガス突出と深度との関係

　ガス突出と深度との関係を砿別にみると第9表の通ワ

である。

　この表よりみるとガス突出は深部へ向かい発生頻度が
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第9表ガス突出砿別深度別発生回数

一＼

　＼砿一名
　　　・：深　度＼、　・

　　・＼
．坑口水準下m

　O～50
50～100

100～150

150～200

200～250

250～300

，300～350

350～400

400｛’450

・450～500

500’》550

』550～600

600《ゴ650

’650ヴ7001　，

計，

茂

尻

ダ

4

1

5

赤

平

1

3
7

18

ド脅9

豊1

・里

激

志

内

　4
2・11
11
3甲

2
8

26，

35

7

5
6

7
3

78，

空

知

5

7

・上

歌
志
内！

1

．1

7

4
15

23

9

4
64

砂

川

』
1

2

13

3

3

1

23

奈

井

江

1

1
1

4

7

、茶

志

内

菱
美
．唄

1

3　1
3・

17

11

’
3
2

16一

82 一
2

奔

別

1

1
2

4

新

幌

内

1

2
4

1

1
3

12

幌

内

2

2

1大

夕

張

1

1

小

計
計

5　，
　　1914

51

11．

15

27

47

37

55

31

24

14

3
8

342

62一

42

84

86

38

11

『第10黍　ガス突出爽炭層別炭層別発生回数

342

＼
、
　 炭砿茂
爽炭“＼尻

幾春別爽炭層

美唄來炭層

若鍋爽炭層

夕張爽炭層

登川爽炭層

赤

平

11（3）

10（1）

9（11）

8（3）

7（7）

6（4）

7（1》，

上
歌
志
内

11（3）

10（4）

10下
　（5）

9（51）

8（1）

．空

知

歌

志

内

13（1）

12（1）

11（8）

豊

．里

・9（1）

番外，、
　（1）

8（3）
5（14）

新番外
　（7）

6（1）

1下（1）

2（2）

3（1）

3（8）

4（1）

1（4）

2（2）

4（1）

砂

川

奈

井

江

11（6）1

9（1）

8最上
　（2）

8上（7）

8下（7）

5下（1）

4（48）

4下（2）

2（2）

茶

志

内

6（44）

4（3）
1（35）

菱
美
唄

本層
（61）

9（1）

奔

別

2（1）

9（2）

新

幌

内

5（2）

4（6）

3（1）

幌

内

犬
、

夕，

張

3（2）’

？（1）

！）内の数字は発生回数，その前ρ数字および文孚は炭層名を表わす。．

　　14一（458）．　　　　　、
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増加する傾向にあるが，炭田北部では坑口水準下100m
』
位 から，また南部ではやx深く200m位から急増する

ようである。この発生頻度の深部へ向かつて増加する原

・因として一応考えられることは，，ガスの放散度と地圧と

　ド
の2点である。

　4．4　ガス突出と炭層との関係

　爽炭層および炭層別のガス突出発生回数は，第10表

に示す通りであるが，炭層によつてかなり顕著な発生傾

向が認められる。

　いま発生回数の顕著な炭層について検討しゼみると，

上盤が砂岩の場合（三菱美唄本層・赤平7．番層・歌志内

，新番外層・茂尻7番層・砂川4番層）と，岩煤あるいは炭

質頁岩の爽みの多い場合（茶志内6番層・上歌志内9番

層・豊里1番層・赤平9番層・・6番層・歌志内11番層）

とに2犬別することがでぎる。

　4．5ガス突出と炭層の傾斜との関係

　炭層の傾斜別のガス突出発生回数は次の通りで，、40？

、以上の急傾斜炭層に最も多く発生Lている。これは傾斜

の木きいほど石炭の自重も加わり，炭層が滑g易いこと

によるとも一応考えられるが，採掘の対象となつている，

炭層の傾斜の頻度を考慮に入れて再吟昧を要する。

第11表ガス突出炭層傾斜別発生回数

る。この表からは水分の少ない炭化がある程度以上に進・

んだ炭質（日本工業規格による炭質区分D－C・B）の炭層

に発生回数が多いと、・うことが認められるだけである。P

　4．7　ガス突出の発生箇所、　　　　　　　　〆

　ガス突出の発生箇所について整理してみると，第i3

表の通りであるが，これらおのおのが重複する場合もあ

る，．これによると突出ガスは地層の剥離面あるいは断層

．破砕間隙に密閉されているようであるが，後者の2次的

間隙に特に多い。

上盤の場合．　　　　　　　　　　　　　　　　・

來みの場含

下盤の場合

炭層傾斜

10。以下

10《・200

20戸》300F

30’》4001

40。以上

発生回数

2
19

13

54

282

4．6　ガス突出と炭質との関係

ガス突出の炭質別発生回数は第12表に示す通りであ

断層の場合

ぺ

騨
Y

第5図　ガス突出箇所略図

第12表炭質別ガス突出莞生回数

水　分
発生回数

灰　分
発生回数

揮発分
発生回数

固定炭素
発生回数

発熱量
発生回数

，粘結度
発生圓数

1％以下

　73

10％域下
　96

一20’｝30％

　18

40％以下
1101．

5，000Cal．以下

　　28

非粘結
　10

・11～2％

　124
10・》20％

　101
30～40％

　200
40戸）50％

130

　　　Ca1．
5，000～6，000

　　91

微粘結
　60

2～3％
『
1
2
3

20～’30％

　116
40％以上

　95

50弓》60％

　49
　　　Ca1．
6，000（ゾ7，000・

　134
中粘結
　86・

3％以上

　10

30～40％
　32

7，000Ca1．以上

　109
強粘結
111

40％以上

　18

不明
95

不明
　12

不明
　4

儀

不明
95

不明
13

不明
108

．計

375

375
，i

375

375

375

一
3
7 5

15r（459）

〆
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第13表ガス突出炭拡別・発生箇所別発生回数

．敏・　　　　　トけゆ　　　　　戊

　　　　　尻

炭層上盤際

上盤着炭 1

炭層の爽み中、

一ド盤着炭

炭層下盤際

断層帯
断　　層

盤折れ，

1
2
1

赤

平

8

1

5
5

2
5

豊

里

2
2

8

7
6

歌

志

内

空　上・砂　奈
　　歌　　　井
　　志
知，．内　川　江

茶　三　奔
士　菱
心　美
内　唄　別

新　幌．大
幌　　　夕　　合　　計
内’内　張

8　　1　14　　1　　1　　5

　　　　1・　　　1

1　　1　　2 36
　　　49
13「

8 13 44 74 74

4　　1　　、1

3
13

17

1　5
　　4 2

1 18

11
29’

4 2 4 1 24
18 5 4 ’

3 2 r
1

10 69 140

1 3 11 ユ3 1 47

いまガス突出発生箇所のスケヅチを示すと第5図のよ

うである。

4．8突出体
4．8．呈突出ガス量，

突出ガス攣測定の資料はきわめて少ないが，昭和25年

10月27日，三井砂川炭砿に：おいて突出した34，254m3

が記録中最天である。なお断層あるいは断層帯等の2次

的間隙から突出したと思われるものは，一般にガス量が

多い。

　いま突出ガス量別発生回数を示すと簗14表の通りで

ある。

第14表　突出ガス量別発生回数

ガ　ス　量 回　　　数，

ぽず謄　　第15表突出炭量別ガス突出発生回数

突出炭量 回　数

5t以下

5～10
10～50

50～100　〆、

100～200

200《ノ300

、な　し

不明

計

50m3以下　、

　50～、　．100

』1（）0～　　　500

　500戸》　1，000

1，000～5，000

5，000戸》10，000

10ゆ00以上

　不　　明

計

37

67

192

33・

15

2
2
28

o’

5
21

・14

3
4
3
329．

376．

みに限られ，しかも背斜構造部を採掘する場合匠多い傾

向が認められる。　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　F2）　ガス突出は最近に起り始めた現象で，採掘が地下

　　　第16表ガス突出と湧水との関係

379

4・8・2．突出炭量（硬を含む）

突出炭量の記録は第15表の通りで，その最大は三井

砂川炭砿の400tである。

4．8』3湧水量

　ガス突出と湧水との関係は第16表の通りであるが，

新幌内炭砿を除いてはほとんど水を伴なわない。

以上を要約するど

ヌ）　ガス突出の発生ずる炭砿嫡北海道では石狩炭田の

炭砿名，

茂　　尻
赤　　．平一

豊FF里
歌志内
空　　知
上歌志内
砂　　川

奈井江
茶．志内
三菱美唄

奔　　別

新幌内
幌　　内

大夕張

回数

5
29

26

78

7
65

23，

7
82

2－

4

13

2
1・

無水

5
29

23

6
、

10

6
70

3

2

2
1

湧　水

相当量

小量
微量
，微量

1

1
1
3
2
1

0．028～5．5m3

　　　10

不明

i6一く460）

3
78

65

12

3

1、
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深部に移行するにしたがい増加の傾向が認められる。す

なわちガス突出は地表部には発生しない。

　3），ガ不突出は炭層によつてかなり顕著な発生傾向が

認められるが，天盤が砂岩あるいは炭質頁岩塵岩媒の爽

みの多い場合特に多い。

　4〉ガス突出は炭層の傾斜が急の場合に多い。

　5）ガス突出は水分の少ない炭化のある程度進んだ炭

、質の炭層に多い。

　6）　ガ蒸突出の発生箇所は断層に最も多い。

　7）突出ガス量の最大は三井砂川炭砿の34，354m3，

また突出炭（研）量は同じく三井砂川炭砿の400t が最も

多い。ガス突出に水の伴なう場合はきわめて少なく，や

鼠顕著なのは新幌内炭砿の場合のみである。

　　　　　　　5．石炭属ガスの成因
　　　　　　　！　　『

　石炭は植物の炭化によつてできるということは疑う余

地はな》が，植勤質の全部が炭化するか，その一部が炭

化するかにっいては，未だこれを決定するにたる研究が

ない。すなわち繊維素根元説を唱えるものは，

になるとし，リグニンは炭酸ガス・メタンおよび水等と

なつて消失すると述べている。

　セルローズから炭化する場合の化学式は次のように示、

されている。

　4C6H真005＝CgH60十8CO2十3H20十7CH4

（セル胃㌣ズ）（渥青炭）

　また，

　5C6正11005＝；C20H2204十6CO2十8H20十3CH4十CO～

　　　　　（褐炭）．

6（C6H：、。05）ニC22H2。〇＋8CO2＋10H20＋5CH4＋CO

　　　　　　（歴青炭）

他方，木質素根乖説を唱えるもあは，

とし，セルローズは炭酸ガス・メタンおよび水等となっ

て消失すると考えている。

　現在ではセルローズ・リグニン・樹脂・蟻等いずれも

石炭の根元となるとの見解が，大勢を’支配しているもの

のようである。

　しかしいずれの場合にしても，その時期は不明ぞある

が，炭化の過程中に多量のメタンガスが生成されること

は明らかである。

　Lたがつて今日石炭層に伴なうガスぱ，その発生箇

所・発生状況からみて，一応炭化過程中に発生されたガ

スとみなすことができる。

　この場合メタンガスとともに，多量に発生Lた炭酸ガ

スは，石炭の随伴鉱物として方解石（CaCO3）や鉄白雲

石（2CaCO3・（Fe・Mg）C206》等を形成するか，または地

下水に溶けて移動するか，あるいにまたそのまXメタン

ガスと同じように地層中に包蔵されるであろう。

6．・結　　語

　1）炭砿の坑内から発生するメタンガスは，実に莫大

な量で，この排除については種々考慮されているが，進．

んでこれを利用しているのはごく一部の炭砿に限られて

いる。

　2）坑内におけるメタンガスの発生状況すなわちガス

の出方を分類すると，排出・噴出および突出の3つにな

る。

　3）　石炭層ガスの集積は地質構造上では背斜構造部

に，また地表近くより地下深部に増大する傾向が認めら

れる5

　4）石炭層ガスの集積箇所は次のように2大別でぎ

る。

　初生的空隙

　石炭および岩石の岩粒間隙や地層および岩石の剥離面

　2次的空隙

　炭理・亀裂・断層破砕間隙

　5）　石炭層ガスは，炭層の炭化過程中に生成されたも’

のであろう。しかしこの成因に一？いては，なお種々疑問

が残されている。

　6）石炭層ガスの誘導利用方法は，そめ発生ならびに

集積状況によつて趣ぎを異にするであろう。

　7）石炭層ガスの調査方法を確立し，これを発展させ
’
る
た めには，さらに次に挙げるような基礎的な面を検討一

しなければならない。

　石炭層ガスの成因について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ
　炭化作用・炭質・坑内水・メタン発生に関する化学的間

題等。

　石炭層ガスの移動ならびに集積につい七

　岩石および石炭の孔隙率ならびに透通性。

　メタンガスの物理性。

　坑内ガス抜の実際的および理論的面の考察。

　．地質構造。

17一（461）
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　ガス包蔵空隙（特に石炭および岩石のメダンガス包蔵

度）。

（第6巻第8号）

支持岩く層）。

　ガスの封鎖機構（特に断層）。

　　　　　　　　　　（昭和29年10月調査）

ガ

、

18レ（462）




